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1 ５章 地震ファイルの SPACE ファイルへの変換 

SPACE 人口地震波作成システムと波形解析 

 

 

 

本章では、防災科学技術研究所の地震観測網 K_NET による波形データ

を、SPACE で使用する波形データに変換する方法について説明する。こ

のシステムは SPACE のメニューより起動され、使用することができる。

その結果は、第 4章で示した波形解析システムで確認し、地震動の分析

を行うことになる。この波形解析システムで読み込むことが可能になれ

ば、SACE における振動解析にも使用できるようになる。変換方法は非常

に単純であり、容易に利用することができよう。なお、K_NET と同様の

仕様であれば、他のファイル形式であっても、SPACE の仕様に変換する

ことができる可能性があり、一度試してみると良い。 
 

キーワード 

K_NET の地震ファイル SPACE ファイルへの変換  

 

 

最初に、SPACE のメニューより「モデラー」→「地震ファイルの SPACE

ファイルへの変換」

を選択し、変換シス

テムを起動する。シ

ステムが起動すると、

図 5-1 に示されるダ

イアログが表示され、

まず、「K_net ファイ

ル入力」ボタンを押

し、K_NET の地震ファ

イルを入力する。 

図 5-2 に示される

ファイル入力用ダイ

アログが表示される

ので、ここで、SPACE

ファイルに変換した

い K_NET 仕様の地震

ファイルを指定し、

「開く」ボタンを押

第５章 地震ファイルの SPACE ファイルへの
変換 

5.1 はじめに 

5.2 K_NET のファ

イル仕様から SPACE

ファイルへの変換

方法 

 

図 5-1 変換ダイアログ 
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す。この操作で、指定したファイ

ルのヘッダー部分が読み込まれ、

図 5-3 に示されるように、ヘッダ

ー部の 17 行がダイアログ上に表

示される。 

次に、ヘッダー情報からダイア

ログ下部の入力域に 3 つの情報と

メモを記述する。最初のスケール

ファクターは、ヘッダー部の 14 行

目の値を計算して挿入する。規定

値として、K_NET で使用している

スケールファクターが記述されて

おり、ここでは、その値を確認する。2つ目の加速度個数は波形の個数

であり、ヘッダー部の第 11

行と 12 行の値を掛けて求め

る。この値は非常に重要で、

波形を収納する動的メモリ領

域を決定する値として用いる。

もし、波形の個数が分からな

い場合は、大きめの値を設定

しておくと良い。最後に、

SPACE 用の地震ファイルの仕

様である第 1 行目のメモを書

き込む。既に、基本的な項目

が設定されており、上のヘッ

ダー部を参考にして書き込む

ことになる。これまでの入力

項目で、ファイルを出力する

と、K_NET ファイルに書き込

まれた波形データがそのまま

SPACE 用の仕様で出力される。 

 ダイアログ下部の「調整パ

ラメータの設定」領域のデー

タを記述することで、変換時

にデータを調整することがで

きる。最初の項目では、最大

図 5-2 ファイル

入力ダイアログ 

図 5-3 K_NET ファイルのヘッダー部が表示された変換ダイアログ 
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加速度の項が「0」の場合は、最大加

速度の調整を行わず、スケールファ

クターに従ってそのまま変換する。

この項の値が 0 以外の場合は、加速

度データの最大値をこの値となるよ

うに調整する。次の「波形平均値を

ゼロにする」にチェックマークが入

っていると、波形データの平均値が

ゼロとなるように調整する。規定と

して、チェックマークが既に設定さ

れているが、このチェックをはずす

と、調整されずに元の波形データの

まま出力される。 

 最後の項目として、元の波形のど

の部分を出力するかを設定する。開

始時刻と終了時刻を記述するように

なっているが、両者ともゼロの場合

は、元の値を使用する。値を設定す

る場合は、開始時刻が終了時刻を超

えないように、また、終了時刻が加

速度個数から計算された値を超えな

いように注意されたい。 

 設定を全て行った後、ダイアログ上部の「SPACE 用ファイル出力」ボ

タンを押す。この操作を行

うと、設定したデータの矛

盾をチェックした後、パラ

メータ設定が適切な場合

は、図 5-5 の出力ダイアロ

グが表示される。ここで、

出力ファイル名を設定し

た後、「保存」ボタンを押

すとファイルにデータが

出力され、図 4-6 に示すメ

ッセージが表示される。こ

れで、変換処理が終了した

ことになる。SPACE 仕様の

図 5-4 変換調整用データの記述 

図 5-5 ファイル出力ダイアログ 
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ファイルに正常に変換されたことを確認す

るためには、波形解析システムでこのファ

イルを読み込めば良い。読み込むことがで

きれば変換が正常に行われたことになり、

結果、このファイルを地震ファイルとして

振動解析に使用することができる。 

 

 

 

 

 本システムでは、K_NET 用のファイル仕様以外のファイルでも SPACE

用に変換できる場合がある。ここでは、その方法を解説する。ただし、

説明しない項目は、全て前節と同じである。 

 まず、「K_net ファイル入力」ボタンを押し、該当するファイルを指定

し、ヘッダー部分を入力する。この操作によって、図 5-7 のように、ヘ

ッダー部分と波形データが表示される。 

 ダイアログ上部のラジオボタンで、

K_NET ファイルから、その他ファイルに

変更する。次に、ヘッダー情報を参照し

て、実際の波形が何行目から始まってい

るかを確認する。例では、「8」行目まで

がヘッダー部分であることから、「入力

ファイルのヘッダ行数」の入力域にこの

値を記述する。後の処理は、前節と全く

同じである。なお、ヘッダー部分が 17

行より多い場合は、「ワードパッド」な

どを利用して、ヘッダー部分の行数を確

認しておく必要がある。 

 図 5-6 が表示されずに、エラーが生じ

た場合、当該ファイルは、残念ながらこ

の変換システムでは、SPACE 仕様のファ

イルに変換できない。他のシステムを用

いて変換する必要がある。 

 

 

 

5.3 その他のファ

イル仕様から SPACE

ファイルへの変換

方法 

 

図 5-6 正常出力表示 

図 5-7 その他のファイル仕様の変換用ダイアログ 
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 本章では、防災科学技術研究所の地震観測網 K_NET による波形データ

をSPACEで使用する波形データに変換する方法について解説した。また、

その他の仕様のファイルについても変換できる可能性があることを示

した。変換する際、パラメータを利用して、計算に必要となる時刻歴時

間などを調整することができ、その操作方法を説明した。 

 

5.4 まとめ 

 


